
発行　青森FHC 会長 櫻田 正行

編集委員 大石忠秀・櫻田正行

期日： 2021年6月26日（土）5時～

参加：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森FHCニュース391号　　2021年 6月30日

    青森FHCニュース　

葛西直子、櫻田正行、及川 功、福田英雄、白戸美和子、会津エリ子、後藤悦子、佐藤うめ子

　6月例会報告 　「縫道石山 626ｍ」  　佐井村     　　担当：葛西 直子

縫道石山の全容

可憐な花のお出迎え 涼しい森の中を歩く

集合場所のサンピアに参加者８人の顔ぶれが揃い、櫻田会長が運転

するレンタカーで定刻の５時出発。天気予報は晴れ予想も道中はガス

ガス気味でなんともはっきりしない。朝早いため、道も空いており順調な

ドライブとなる。休憩ポイントは「道の駅よこはま」と「道の駅かわうち湖」、

各所でリフレッシュして登山口を目指す。

復路は｢下北ワイン　サンマモルワイナリー｣｢サンシャイン｣「道の駅よこはま｣に

寄って、集合場所のサンピアには17時ちょうどに到着。予定より早いメデタシの解

散となりました。山行はとても充実して楽しかったが、今日イチのトピックは「熊」

だったかも。

２度の休憩を挟みながらも予定より早く登山口に到着、車は１台も止

まっていない。福田さんを先頭に８時出発。ハイトーンな鳥の声を聞きな

がら、ブナとヒバとの混合林でうっそうとした涼しい森の中を10分ほど歩い

てババ岩の分岐に。ババ岩は最初のビューポイントで、向かい側にあるジ

ジ岩を見る。寄り道の後、再び縫道石山のルートへ戻る。登山道は倒木

が多く、何度も跨いだり、頭上に気を付けながらくぐったりの連続だった。見

晴らしがないため、視線は足元に。数は少なかったが花もあった。山頂ま

での残り１㌔は登りがきつくなり、足の置き場にも慎重になる。ロープと

チェーンを使用する難所ではクライミングのスリリングも体験。最後の大岩

を這いつくばって登り９時50分、いきなり視界が開け、たどり着いたのは

足場の悪い山頂だった。我らファミリーで貸し切り状態。最高の天気にも

恵まれ、絶景を堪能、まさに「快なり！」。県内ながら、なかなか来ること

ができない山だけに登れた感激をかみしめる。それぞれ座りやすい場所を

選んで早めの昼食をゆっくりととる。櫻田会長のコーヒーも毎度おいしい。

川内ダム方面に向かい野平地区の分岐を福浦方面に右折してまもなく

集落の路上で、運転の会長が体長１.５㍍ぐらいの子熊を発見。車道

右側の整備された歩道を軽快なフットワークで約20～30㍍走った後、

道路を横断して左側にある民家の方に去って行った。眠気も吹っ飛び、

車内は熊の話で盛り上がる。写真を撮り損ねたことが大いに悔やまれる

とともに、周辺の住民はどんな付き合い方をしているのかと気になる。この

頃にはガスもすっかり取れ大晴天となり、心配の対象が暑さ対策に変わ

る。

11時に下山開始、登ってきた道をゆっくりと戻る。下山では、女性１、男

性２名と行きあう。12時20分、無事駐車場に到着。入浴する「ふれあ

い温泉川内」は道中にあり迷うことはなかったが、昨日まで保守点検のた

め休業していたと聞く。幸運であったが事前に確認しなかった準備不足を

反省、今後の教訓となる。

靄山山頂からの眺め（七里長浜の海岸線）

ババ岩は最初のビューポイント

数は少なかったが花もあった レポート ｂｙ 葛西



１．日　時 ： 7月24日（土）　5：00～　　

２．場　所 ： サンピア集合

３．移　動 ： レンタカー

４．会　費 ： 3,000円（8名以上参加の場合）

５．締　切　： 7月17日（土）

６．申　込　： 白戸三和子さん　017-718-1574

： 電話での申込みは17時迄

７．その他 ： お風呂グッズの準備 

： ルートはマテ山コース往復

※　お知らせ

７月県連行事の「八甲田山の日」は、コロナ禍の為

中止となります。

白神岳の全容

尾崎山山頂で2座目の集合写真

　　　　　　カラフルな三姉妹

遠くに十三湖

　7月例会案内 　「白神岳 1,235ｍ」  　深浦町     　　担当：会津 エリ子

天然記念物「オオウラヒダイワタケ」絶景を堪能、まさに「快なり！」、登れた感激をかみしめる

急登の後いきなり視界が開け、たどり着いたのは足場の悪い山頂だった

レポート ｂｙ 葛西


